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札
幌
地
区
協
議
会
の
第
２

０
回
定
期
総
会
は
１
０
月
２

４
日(

水)

、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
に
先
立
ち
共

済
生
協
の
講
習
会
を
行
い
、

電
通
共
済
生
協
北
海
道
推
進

部
長
の
木
下
さ
ん
か
ら
は
、

Ｍ
ｙ
セ
ー
フ
テ
ィ
の
補
償
内

容
と
掛
け
金
に
つ
い
て
、
ま

た
全
労
済
北
海
道
推
進
本
部

の
若
林
さ
ん
か
ら
は
、
主
に

マ
イ
カ
ー
共
済
の
変
更
内
容

に
つ
い
て
説
明
を
頂
き
ま
し

た
。 総

会
は
、
会
員
１
０
３
名
、

来
賓
１
３
名
の
出
席
の
も

と
、
根
守
副
会
長
の
司
会
で

始
ま
り
今
年
度
の
会
員
物
故

者
７
８
名
に
黙
と
う
を
捧

げ
、
続
い
て
議
長
に
山
本
勤

氏(

手
稲
区)

を
選
出
、
的
場
会

長
の
挨
拶
で
は
、
来
夏
の
参

議
院
選
挙
（
吉
川
さ
お
り
） 

の
必
勝
へ
向
け
た
お
願
い
・ 

事
務
所
の
移
転
・
レ
ク
参
加

の
お
礼
・
６
年
ぶ
り
に
受
賞

し
た
「
さ
わ
や
か
札
幌
」
の

全
国
機
関
誌
コ
ン
ク
ー
ル
で

の
努
力
賞
の
報
告
の
後
、
来

賓
の
峯
後
北
海
道
支
部
協
議

会
会
長
、
野
宮
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組

北
海
道
総
支
部
副
執
行
委
員

長
、
小
林
札
幌
退
職
者
連
合

事
務
局
長
等
、
多
数
の
ご
来

賓
の
方
々
か
ら
ご
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。 

５年表彰を受ける皆さん 

髙橋事務局長より活動等提案 

 

 

 

永
年
役
員
表
彰
で
は
、
１

０
年
表
彰
に
末
永
武
男
さ

ん
、
５
年
表
彰
に
は
髙
橋
勝

嘉
さ
ん
、
佐
々
木
勝
義
さ
ん
、

平
崎
博
さ
ん
、
安
田
京
子
さ

ん
の
４
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。 引

き
続
き
、
事
務
局
か
ら

２
０
１
７
年
度
活
動
状
況
報

告
・
決
算
報
告
・
会
計
監
査

報
告
及
び
２
０
１
８
年
度
活

動
方
針(

案)

と
予
算(

案)

の
提

案
が
あ
り
、
質
疑
応
答
で
は
、

峯
後
北
海
道
支
部
協
議
会
会

長
の
あ
い
さ
つ
の
内
容
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
、
峯
後

会
長
か
ら
答
弁
の
後
、
全
会 

的
場
会
長
挨
拶 

札
幌
退
職
者
の
会
会
長 

 

的 

場 

芳 

男 

２
０
１
８
年
、
今
年
も
自
然

災
害
の
多
い
年
に
な
り
ま
し

た
。
最
近
は
毎
年
の
よ
う
に
大

型
の
台
風
や
地
震
が
日
本
の

各
地
で
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

今
や
「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に

や
っ
て
く
る
」
と
い
う
言
葉
は

完
全
に
死
語
と
な
り
ま
し
た
。

北
海
道
に
と
っ
て
は
何
と
い

っ
て
も
９
月
６
日
未
明
の
「
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
」
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
力
の
な

い
人
・
国
は
ど
う
し
て
い
け
ば
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結
し

て
１
０
０
年
。 

第
一
次
世
界
大
戦
の
２
０
数

年
後
に
は
ま
た
次
の
大
戦
が
あ

り
ま
し
た
。 

今
は
第
２
次
世
界
大
戦
の
直

前
の
状
況
に
極
似
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
そ
う
さ
せ
な
い
た
め
に

自
分
た
ち
の
手
で
政
治
を
変
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

来
春
に
は
地
方
統
一
選
挙
、
夏

に
は
参
議
院
選
挙
が
あ
り
ま
す
。 

弱
い
も
の
は
、
力
を
合
わ
せ
て

強
い
も
の
に
対
抗
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
政
治
に
無

関
心
で
い
て
も
無
関
係
で
は
い

ら
れ
な
い
の
で
す
か
ら
。 

吉
川
さ
お
り
さ
ん
を
は
じ
め

組
織
内
議
員
の
当
選
を
勝
ち
取

る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

最
後
に
札
幌
退
職
者
の
会
の

活
動
に
つ
い
て
で
す
。
財
政
状
況

は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

工
夫
を
し
な
が
ら
楽
し
い
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
地
域

で
の
ふ
れ
あ
い
活
動
も
徐
々
に

広
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
身
近
な

と
こ
ろ
で
の
交
流
を
進
め
、
同
じ

会
社
で
働
い
た
者
同
士
が
退
職

後
も
街
な
か
や
近
所
で
「
ヤ
ア
ー

ヤ
ア
ー
」
と
、
声
掛
け
が
出
来
れ

ば
最
高
で
す
！ 

雪
も
降
り
、
灯
油
も
値
上
が
り

し
て
い
ま
す
が
、
春
は
や
が
て
来

ま
す
、
力
を
蓄
え
て
春
ま
で
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。 

来
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

２
０
１
７
年
度
を
振
り
返
っ
て 

第
２
０
回
総
会
盛
況
に
終
わ
る 

「
さ
わ
や
か
札
幌
」
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
努
力
賞
！ 

札幌退職者の会会長  

的 場 芳 男 

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
よ
う
な
揺
れ
と
直
後
に
起

こ
っ
た
「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」。 

電
力
会
社
は
そ
の
対
策
を

と
っ
て
お
く
べ
き
と
考
え
る

の
は
当
然
で
し
ょ
う
。 

行
政
の
長
た
る
知
事
に
怒

り
を
ぶ
つ
け
た
い
の
は
私
だ

け
で
は
な
い
は
ず
で
す
。 

続
い
て
私
は
政
治
の
貧
困
を

言
い
た
い
！
安
倍
首
相
の
無

責
任
さ
に
は
腹
立
た
し
さ
を

超
え
て
怒
り
を
覚
え
ま
す
。
自

分
の
利
益
の
こ
と
し
か
考
え

な
い
、
そ
の
考
え
が
社
会
全
体

ま
で
浸
透
し
て
い
ま
す
。
そ
の

考
え
は
国
と
国
と
に
も
現
れ

て
い
ま
す
。
自
分
の
国
の
こ
と 

し
か
考
え
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の

こ
と
し
か
考
え
な
い
。 

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
退
任
さ
れ
る
２
名
の

役
員
と
新
任
役
員
６
名
の
報
告

が
あ
り
、
各
新
任
役
員
か
ら
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。
総
会
終
了

後
の
懇
親
会
で
は
、
国
会
議
員 

は
会
期
中
で
あ
る
た
め
、
道
下 

大
樹
衆
議
院
議
員
秘
書
の
市

橋
様
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
、
ま
た
事
務
局
長
を
退
任

さ
れ
る
髙
橋
さ
ん
か
ら
、
４
年

間
の
苦
労
話
が
披
露
さ
れ
、
場

を
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。 

最
後
に
新
事
務
局
長
の

佐
々
木
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭

で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

 

機関誌コンクール 

努力賞の賞状 



【凡例】 

① NTT 退職時の職場 

② 趣味・特技 

③ 私のモットー 

④ 好きなテレビ番組 

⑤ 幹事になって一言 

 

 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
千
歳
居
住
者
の
会
・
千
歳
ふ
れ
あ
い
会
共
催 

１
０
月
１
３
日
・
１
４
日
の
両

日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
千
歳
地
区
居
住

者
の
会
・
退
職
者
の
会
千
歳
ふ
れ

あ
い
会
共
催
で
【
活
き
活
き
Ｄ
Ｏ

-

Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
展
】
を
千
歳
市
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
ま
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
千
歳
地

区
居
住
者
の
会
で
、
３
年
に
１
度

開
催
し
、
今
回
が
５
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
は
、
退
職
者
が
居
住
者
の

過
半
数
を
超
え
、
出
展
数
も
多
い

事
か
ら
、
共
催
開
催
に
し
て
実
施

し
ま
し
た
。  

縁
の
あ
る
現
職
・
Ｏ
Ｂ
を
含
め
、

来
場
者
は
２
０
０
名
を
超
え
、
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。 

展
示
会
前
日
午
前
９
時
か
ら

１
０
人
余
の
会
員
・
家
族
が
集
ま

り
、
各
作
品
展
示
場
所
・
展
示
方

法
・
照
明
の
あ
て
方
等
々
話
し
合

い
な
が
ら
進
め
夕
方
に
は
終
了
。 

全
体
を
眺
め
、
満
足
満
足
。 

油
絵
・
水
彩
画
・
書
・
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
・
キ
ル
ト
・
裂
き
織
・
手

作
り
洋
服
・
地
蔵
の
色
紙
画
・
手

作
り
革
製
品
、
家
庭
菜
園
の
収
穫

物
・
生
け
花
・
謎
の
石
等
々
。 

珍
し
い
展
示
品
で
は
、
プ
レ
ー

ヤ
ー
・
ス
ピ
ー
カ
ー
を
持
ち
込
ん

で
の
針
で
聞
く
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
。 

 
 

千
歳
川
で
釣
り
貯
め
た
ヤ
マ

メ
の
天
ぷ
ら
を
美
味
し
く
頂
き

ま
し
た
。 

 

①NTT-ME 北海道事業所 

②読書 

③誠心誠意 

④ニュース以外はラジオ 

⑤自然体でいきます 

【 

活
き
活
き
Ｄ
Ｏ
Ü
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
展 

パ
ー
ト
Ⅴ 

】 

 
最
後
に
家
庭
菜
園
収
穫
物
の

ス
イ
カ
の
試
食
も
あ
り
、
２
日

目
に
は
、
Ｏ
Ｂ
で
琴
の
先
生
を

し
て
い
る
岡
野
能
子
さ
ん
の
生

演
奏
も
あ
り
、
楽
し
い
２
日
間

で
し
た
。 

準
備
も
含
め
３
日
間
、
会

員
・
家
族
・
出
展
者
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

①NTT 東日本北海道営業所 

②パークゴルフ・旅行 

③健康で楽しく今を過ごす 

④ファイターズ中継・ドラマ 

⑤頑張ります 

こ
の
展
示
会
は
、
「
人
生
の
生
き

が
い
創
り
」
を
テ
ー
マ
に
両
会 

員
・
家
族
の
持
っ
て
い
る
全
て
の

ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
展
示
す
る 

も
の
で
す
。 

今
回
の
展
示
で
は
元
千
歳
ビ

ル
で
働
い
た
事
の
あ
る
方
々
か

ら
の
共
催
展
示
を
含
め
１
０
０

点
余
の
展
示
が
あ
り
、
展
示
会
に

は
一
般
市
民
を
は
じ
め
、
千
歳
に 

 我が家のペット 

我
が
家
の
ペ
ッ
ト
は
ポ

メ
ラ
ニ
ア
ン
で
、
名
前
は
チ

ャ
チ
ャ
と
言
い
ま
す
。 

年
齢
は
１
５
歳
で
、
人
間

に
す
る
と
７
６
歳
の
高
齢

犬
で
す
。
性
格
は
人
な
つ
っ

こ
く
臆
病
者
で
す
。 

今
年
、
９
月
に
扁
平
上
皮

が
ん
の
除
去
手
術
を
受
け

ま
し
た
。
腫
瘍
は
再
発
の
可

能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
１
０

月
の
検
診
で
は
、
異
常
な
し

で
し
た
。 

い
つ
ま
で
も
元
気
で
、
長

生
き
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

愛
犬 

「
チ
ャ
チ
ャ
」 

 

後
藤 

勉
（
江
別
市
） 

 

展示・見学模様 

①NTT ファイナンス北

海道料金総合センター 

②家庭菜園・そば打ち・

料理 

③健康と安全 

④ドキュメンタリー・旅

番組・料理番組 

⑤皆さんと楽しくやりた

いと思います 

幹事 鎌田 協資 幹事 齋藤 忠 幹事 福岡 髙惠幹事 津田 昌

副会長 

髙橋勝嘉 
事務局長 

佐々木勝義 

①NTT 東日本北海道総合

技術センター 

②野良仕事・釣り・山菜・

山登り・日曜大工等 

③臥薪嘗胆 

④野生動物記録番組 

⑤皆様に迷惑になっては

と心配しつつ、引き受け

ました。頑張ります 

 

新 役 員 紹 介 
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「
サ
ロ
ン
囲
碁
友
の
会
」
の
活
動
状
況 

影
響
も
あ
っ
て
か
、
前
回
（
第
８
回
）
よ

り
１
グ
ル
ー
プ
少
な
い
４
グ
ル
ー
プ
で

し
た
。 

そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
Ａ
グ
ル
ー
プ
６

名
全
員
が
同
率
と
い
う
白
熱
し
た
戦
い

も
高
齢
者
順
で
決
着
す
る
な
ど
、
各
グ
ル

ー
プ
の
表
彰
に
熱
い
視
線
が
注
が
れ
ま

し
た
。 

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。 

サ Ü ク ル 紹 介 

第
９
回 

開
設
記
念
オ
ー
プ
ン
囲
碁
大
会 

サ
ロ
ン
囲
碁
友
の
会
会
長 

髙
橋 

忠
雄 

戦績発表に一喜一憂 

各グループ ベスト３ 

髙橋会長の音頭で、まずは乾杯！ 

私 の 趣 味 

佐
々
木 

将
（
中
央
区
） 

色
ん
な
人
と
会
っ
て
会
話
が

出
来
る
事
、
今
ま
で
読
む
こ
と
さ

え
出
来
な
か
っ
た
文
字
を
知
る

事
が
出
来
る
事
、
文
字
そ
の
も
の

が
好
き
に
な
る
事
。 

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
仲
間

達
と
時
々
は
飲
み
な
が
ら
・
・
・ 

何
と
云
っ
て
も
筆
を
持
つ
事

が
億
劫
で
な
く
な
る
事
で
す
。 

そ
の
お
陰
か
ど
う
か
自
分
で

も
良
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
体
調

の
方
も
良
く
な
っ
て
来
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。 

今
は
趣
味
の
中
に
書
道
（
習
字
）

を
加
え
る
事
が
出
来
ま
す
。 

７
０
歳
の
手
習
い
も
良
い
も 

 Ａグループ Ｂグループ Ｃグループ Ｄグループ 

九段～六段 五段～四段 四段～二段 二段～初段 

優 勝 船木 八段 中屋 五段 鳴野 二段 岡林 初段 

準優勝 湯谷 六段 今井 五段 横井 四段 保坂 二段 

３ 位 山下 六段 増子 四段 喜多 三段 首藤 二段 

 

 

囲碁川柳 （ＮＨＫ囲碁フォーカスから） 

・今日もまた ときめく時を 碁にもらい 

・碁の勝負 仕事にはない そのねばり 

・碁がたきは ほめながら勝つ 憎いやつ 

 

の
で
す
。 

も
ち
ろ
ん
若
い
方
も
書
道

に
興
味
の
あ
る
方
毎
週
火
曜

日
９
時
～
１
２
時
迄
「
か
で
る

２
・
７
」
で
筆
で
文
字
書
い
て

ま
す
。 

皆
と
一
緒
に
ま
ず
は
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。 

会
員
募
集
中
で
す
。 

会
費
は
月
２
、
５
０
０
円
、

毎
週
火
曜
日
１
０
時
か
ら
「
か

で
る
２
・
７
」
で
開
講
し
て
い

ま
す
。 

（
連
絡
先
：
０
９
０-

７
０
５

１-

５
７
１
９
）  

 

佐
々
木 

将
さ
ん
作
品 

７
月
２
日
（
月
）
第
９
回

の
オ
ー
プ
ン
囲
碁
大
会
を
同

好
の
仲
間
２
３
名
の
参
加
を

得
て
、
楽
し
く
す
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

た
だ
、
夏
場
の
異
常
気
象
の 

 

７ 

０ 

歳 

で 

書 

道 

の 

手 

習 

い  

趣
味
、
果
た
し
て
自

分
に
趣
味
と
云
え
る

も
の
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
？
、
自
問
自
答
し

て
み
た
の
が
古
希
を

迎
え
た
２
０
１
５
年

２
月
の
時
で
し
た
。 

そ
れ
ま
で
は
、
あ
な
た
の
趣
味

は
？
と
聞
か
れ
た
場
合
、
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
・
映
画
・
読
書
等
々
、
そ

の
時
そ
の
時
の
思
い
つ
く
ま
ま

に
云
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。 

 

６
０
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
体

調
を
悪
く
し
て
し
ま
い
６
４
歳

の
契
約
社
員
と
し
て
の
退
職
時

に
は
最
悪
の
状
態
で
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
病
院
に
通
院
す
る
も

中
々
よ
く
な
ら
ず
、
悶
々
と
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。 

自
問
自
答
し
た
結
果
、
こ
ん
な
状

態
で
一
生
を
終
え
る
の
は
耐
え

ら
れ
な
い
何
と
か
し
な
け
れ
ば
、

ま
ず
何
で
も
良
い
か
ら
表
に
出

よ
う
表
に
出
て
何
か
趣
味
を
持

と
う
、
身
体
に
あ
ま
り
無
理
を
か

け
ず
や
り
甲
斐
の
あ
る
事
、
辿
り

着
い
た
の
が
情
報
労
連
書
道
サ

ー
ク
ル
で
し
た
。 

入
会
し
て
得
た
も
の
は
、
ま
ず 



☆ 米 寿
吉 岡 幸 治 伊 藤 国 男 妻 神 俊 雄 渡 辺 勝 雄 藤 原 勇

喜寿
沖 島 正 幸 高 垣 英 夫 金 森 時 男 白 崎 恵 子 伊 畑 能 孝 新 居 明

稲 村 靖 彦 結 城 興 子 星 野 彰 宏 大 城 秀 道 加 藤 美 枝 子 木 村 肇

小 川 静 子 笹 山 久 代 藤 田 和 伸 坂 井 武 志 長 谷 川 茂 千 葉 大

山 本 正 巳 大 重 聰 子 髙 橋 幸 男 大 友 幹 史 山 崎 肇 下 池 寿

金 沢 秀 子 須 藤 聰 子

☆ 古 希　
松 崎 千 秋 小 島 正 善 小 口 広 行 新 谷 義 則 村 井 邦 雄 谷 寛 二

中 村 嗣 男 日 下 満 雄 中 平 大 悟 長 野 勝 幸 前 川 喜 美 男 林 裕 治

残 間 幸 司 乙 川 洋 子 糀 谷 俊 一 佐 藤 方 保 久 志 本 治 夫 鍋 田 修

井 上 正 人 川 西 和 行 大 谷 俊 夫 斉 藤 省 三 長 谷 川 俊 一 清 野 執

杉 谷 進 一 小 松 文 雄 森 廣 和 治 塩 谷 文 郎 北 安 明 西 村 博

吉 田 廣 美 笹 原 賢 治 菊 池 時 恵 水 口 敏 幸 南 栄 二 大 田 力

堀 内 秋 好 渡 辺 光 雄

　　

【本人の訃報】

乾 一 視 さ ん 83歳(清田区) 没06月23日 阿 部 勉 さ ん 79歳(南　区) 没08月26日

藤 門 彰 さ ん 72歳(中央区) 没09月07日 高橋恵美子さん 77歳(北　区) 没09月07日

内 海 武 雄 さ ん 87歳(中央区) 没09月08日 中 田 貢 さ ん 88歳(南　区) 没09月17日

松 井 信 雄 さ ん 71歳(豊平区) 没09月18日 村 中 幸 喜 さ ん 90歳(北　区) 没09月25日

石 川 利 勝 さ ん 82歳(西　区) 没09月26日 野 島 英 憲 さ ん 77歳(当別町) 没10月06日

出 雲 英 子 さ ん 85歳(南　区) 没10月09日 勝 順 二 さ ん 70歳(西　区) 没10月11日

鈴 木 伸 幸 さ ん 80歳(手稲区) 没10月20日 羽田野政行さん 83歳(清田区) 没11月02日

目 谷 功 さ ん 70歳(中央区) 没11月03日 大 野 与 市 さ ん 85歳(西　区) 没11月12日

【配偶者の訃報】

三 崎 吉 朗 さ ん 富子様(南　区) 没09月21日 中 田 晋 治 さ ん 加代子様(東区) 没10月04日

片 野 幸 子 さ ん 繁雄様(北　区) 没10月22日 伊藤  　学さん 淳子様(清田区) 没11月01日

本 田 澄 夫 さ ん 慶子様(東　区) 没11月03日

【厚別区】 大 久 保 剛

工 藤 泰 克 磯 田 弘 子 一 戸 邦 男 川 口 精 子 布 施 千 春 斎 藤 誠

宮 内 一 敏 山 田 清 二 高 橋 榮 一 福 岡 高 惠 岩 村 テ ル 子 小 原 誠

山 口 行 正 政 本 政 道 大 高 敏 夫 髙 橋 勝 嘉 荒 谷 美 千 代 藤 森 亨

江 田 輝 雄 栗 林 敏 子 垣 内 亘 子 帯 谷 昌 伸 藤 江 照 代 四 楠 洋 幸

池 田 芳 雄 末 永 武 男 相 馬 政 雄 藤 澤 行 雄 小 山 田 俊 之 林 良 一

渡 辺 芳 盛 本 間 幹 夫 根 守 勝 巳 髙 橋 房 男 中 村 保 林 正 幸

松 井 公 志 斉 藤 勝 之 岡 崎 敏 郎 中 川 光 昭 青 木 哲 駒 進
佐 藤 和 幸 高 岸 幸 子 吉 田 栄 子

　　2018年　(平成30年) 11月30日（金）　　　　                  　　　　　　　　　　　　　 第182号

おめでとうございます (10～11月生まれの方) (敬称略)

お悔やみ申し上げます

古切手・リングプル・書き損じはがきをいただきありがとうございます

ご厚志の品々は、福祉施設等に寄付させて戴きます。

ご協力有難うございました。 (敬称略)

(敬称略)


